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証券コード8704
平成30年11月27日

株 主 各 位

東 京 都 港 区 浜 松 町 一 丁 目 1 0 番 1 4 号

トレイダーズホールディングス株式会社
代表取締役社長 金 丸 　 勲

臨時株主総会招集ご通知

拝啓　平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。
　さて、当社臨時株主総会を下記のとおり開催いたしますので、ご出席ください
ますようご通知申し上げます。

　敬　具

記

１．日 時 平成30年12月13日（木曜日）午前10時

（午前９時30分より開場いたします。）

２．場 所 東京都港区芝公園一丁目１番１号

「ベルサール御成門タワー」イベントホール３階Ａ

（前回定時株主総会と株主総会会場が異なっておりますの

で、ご来場の際は末尾の「株主総会会場ご案内図」をご参照

いただき、お間違えのないようご注意願います。）

３．株主総会の目的事項

報告事項 １．第19期（平成29年４月１日から平成30年３月31日まで）事

業報告、連結計算書類、並びに会計監査人及び監査役会の

連結計算書類監査結果報告の件

２．第19期（平成29年４月１日から平成30年３月31日まで）計

算書類報告の件

以　上
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◎ 当日ご出席の際は、お手数ながら同封の出席票を会場受付にご提出くださ
いますよう、お願い申し上げます。

◎ 次の事項につきましては、法令並びに当社定款第15条の規定に基づき、イ
ンターネット上の当社ウェブサイト（http://www.tradershd.com/）に掲
載しておりますので、本招集ご通知には記載しておりません。したがっ
て、本招集ご通知の提供書面は、監査報告を作成するに際し、監査役及び
会計監査人が監査した対象の一部であります。
[事業報告]
・主要な営業所
・使用人の状況
・会計監査人の状況
・業務の適正を確保するための体制
・会社の支配に関する基本方針
[連結計算書類]
・連結株主資本等変動計算書

・連結注記表

[計算書類]

・株主資本等変動計算書

・個別注記表

◎ 事業報告、計算書類及び連結計算書類に修正が生じた場合は、インターネ
ット上の当社ウェブサイト（http://www.tradershd.com/）に掲載させて
いただきます。
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会計上の誤謬による不適切な会計処理
及び過年度決算訂正に関するご報告

事業のご報告に先立ちまして、当社グループにおける会計上の誤謬による

不適切な会計処理及びそれに伴う金融商品取引法に基づく過年度決算訂正に

より、株主の皆様に多大なるご迷惑とご心配をおかけいたしましたことを、

心より深くお詫び申し上げます。

過年度決算の訂正につきましては、既に開示資料によりご報告を申し上げ

ておりますが、改めて、会計上の誤謬による不適切な会計処理の経緯、外部

調査委員会の調査項目及び調査結果、過年度決算の訂正、今後の対応につき

まして、下記のとおりご報告申し上げます。当社は再発防止策を策定し、全

社を挙げて株主の皆様の信頼回復に努めてまいりますので、今後とも皆様の

ご理解とご支援を賜りますようお願い申し上げます。

（会計上の誤謬による不適切な会計処理の経緯）

当社は、過去の財務諸表又は連結財務諸表に会計上の誤謬等の可能性があ

ることについて外部から指摘を受け、社内での検証を進めたものの、より専

門的かつ客観的な調査が必要であるとの判断に至ったため、外部調査委員会

を設置し、調査方法等を一任して会計処理の適正性につき調査を依頼いたし

ました。

（外部調査委員会の調査項目及び調査結果）

外部調査委員会の調査項目及び調査結果は、以下のとおりです。外部調査

委員会は、次の外部からの指摘事項につき調査・検証を行いました。

〔調査項目〕

ⅰ　当社が以前に実施した株式交換（平成27年12月１日に実施した当社を

株式交換完全親会社とし株式会社ZEエナジーを株式交換完全子会社とす

る株式交換）に関するのれんの減損損失計上の時期・内容の妥当性

ⅱ　『安曇野バイオマスエネルギーセンター』の契約解除に伴い撤去した

材料貯蔵品の資産性に関する評価の妥当性

ⅲ　株式会社ZEエナジーの工事進行基準の適用に関する妥当性

ⅳ　株式会社ZEエナジーの完成工事補償引当金計上に関する適正性
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ⅴ　当社有価証券報告書における関連当事者との取引に係る開示の適切性

〔調査結果〕

　当社取締役会は、平成30年７月31日に外部調査委員会の中間調査報告書

を受領いたしました。その要旨は以下のとおりです。

ⅰ　当社は、平成30年３月期第１四半期において、本件のれんの減損の兆

候を認識すべきであったと認められる。なお、平成30年３月期第１四半

期において、本件のれんの減損の兆候がないと安易に判断されたことを

踏まえると、当社の内部統制手続きには不備があったと考えられる。

ⅱ　当社は、平成30年３月期第１四半期以降において、未成工事支出金と

して計上していた金額６億6,230万円は、５億1,053万円に減額した上で、

貯蔵品その他の費目で計上すべきであったと認められる。また、減額さ

れた金額は、契約解除損失の増加として処理すべきであったと認められ

る。

ⅲ　当社において工事進行基準を適用することは、妥当であると判断した。

ⅳ　完成工事補償引当金計上の対象となる２案件については、各期におい

て完成工事補償引当金を計上する必要があったとまでは認められない。

ただし、当該費用のうち研究開発費についてはその総額を注記する必要

がある。

ⅴ　関連当事者の取引の未記載については訂正の必要がある。
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（過年度決算の訂正）

外部調査委員会の中間調査報告書を受けて当社は、過年度の決算を修正し、

平成30年８月２日に第19期有価証券報告書の提出、過年度有価証券報告書及

び第19期四半期報告書の訂正、第18期内部統制報告書の訂正、平成30年３月

期決算短信の訂正及び過年度決算短信及び四半期決算短信等の訂正を行いま

した。

なお、平成30年６月11日付発送の「第19回定時株主総会招集ご通知」との

相違金額並びに前連結会計年度の連結財務諸表及び前事業年度の財務諸表へ

の影響額は以下のとおりであります。

（単位：百万円）

平成30年３月期
（第19期連結）

平成30年３月期
（第19期当社単体）

平成29年３月期
（第18期連結）

営 業 収 益 0 － △62

純 営 業 収 益 48 － △62

営 業 利 益 119 － △62

経 常 利 益 119 － △62

親会社株主に帰属
する当期純利益

△88 △55 △62

純 資 産 △150 △55 △62

総 資 産 △198 △55 △47

なお、訂正有価証券報告書及び訂正四半期報告書並びに訂正決算短信及び訂

正四半期決算短信等の訂正内容、調査報告書等の詳細につきましては、ホーム

ページに掲載しておりますので、ご参照いただきますようお願いいたします。

（今後の対応）

当社は再発防止策として以下の施策を実施してまいります。

（1）子会社管理体制が十分機能せず、株式会社ZEエナジーの事業計画の適

切な検証ができていなかったことに対する改善措置

(ⅰ) 子会社管理体制の強化

(ⅱ) 危機管理委員会（仮称）の設置
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（2）当社財務部門の能力不足に対する改善措置

(ⅰ) 専門的知見を有するCFOの選任

(ⅱ) 当社財務部門の役職員に対する教育、研修の実施

(ⅲ) 当社財務部門の増員等

(ⅳ) 財務報告に係る内部統制（決算・財務報告プロセス）の充実化

（3）当社役員全体における関連当事者取引に対する監視・開示体制の不十

分さに対する改善措置

(ⅰ) コンプライアンス意識の徹底

(ⅱ) 少数株主保護に関する姿勢の徹底

(ⅲ) 社内規程の整備

今回の誤謬による不適切な会計処理により、株主の皆様に、多大なるご迷

惑、ご心配をおかけしましたことを重ねてお詫び申し上げます。当社は今回

の事態を厳粛に受け止め、今後、二度とこのような事態が発生することのな

いよう、上記の再発防止策を有効に実施し、企業価値を向上させることによ

って株主様の信頼回復に努めてまいります。何卒、引き続きご支援を賜りま

すようお願い申し上げます。
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（提供書面）

事　 業　 報　 告

（平成29年４月１日から
平成30年３月31日まで）

１．企業集団の現況に関する事項

(1) 当連結会計年度の事業の状況

① 事業の経過及びその成果

当連結会計年度におけるわが国経済は、企業収益や雇用環境の改善を背

景に緩やかな回復基調が続き、個人消費は緩やかに回復してきたものの、

欧米の政策不安や世界的な地政学的リスクの高まり等、不安材料を抱えた

状況が続きました。一方、海外景気は先進国を中心に緩やかな回復傾向が

続きました。

外国為替市場におきましては、平成29年４月に１米ドル＝111円台半ばで

始まった米ドル／円相場は、緩やかな変動を繰り返し、年内は総じて狭い

レンジ内での動きに終始しました。平成30年の年初に米国の保護主義の色

彩を強める通商政策への懸念からドル売り円買いが優勢となり、さらに、

米国発の世界連鎖株安によるリスク回避の動きが強まったことなどから円

高ドル安の動きが加速しました。その後も、米中の通商摩擦が激化すると

の懸念が強まり、３月26日には一時104円台半ばをつけ、当連結会計年度末

は１米ドル＝106円26銭で取引を終了しました。

このような市場環境のもと、当社グループの主力事業の１つである外国

為替取引事業は、子会社トレイダーズ証券株式会社（以下、「トレイダー

ズ証券」といいます。）において、『みんなのFX』（外国為替証拠金取引）、

『みんなのバイナリー』（外国為替オプション取引）、『みんなのシスト

レ』（自動売買ツールを利用した外国為替証拠金取引）及び『みんなのオ

プション』（外国為替オプション取引）のサービスをお客様に提供し収益

拡大を図ってまいりました。これらの外国為替取引システムに関しては、

当社子会社である株式会社Nextop.Asia（以下、「Nextop.Asia」といいま

す。）においてシステムの統合、内製化に向けて開発を進めてまいりまし
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たが、平成29年11月に『みんなのFX』、『みんなのバイナリー』及び『み

んなのシストレ』、『みんなのオプション』のシステム統合を完了し、ト

レイダーズ証券において新外国為替取引システムでのサービス提供を開始

しました。しかしながら、当連結会計年度のトレーディング損益は第３四

半期まで外国為替相場が非常に穏やかな動きであったことから前期を下回

り、1,525,568千円（前期比759,400千円減、33.2％減）にとどまりました。

一方、子会社株式会社ZEエナジー（以下、「ZEエナジー」といいます。）

が営む再生可能エネルギー関連事業は、『もがみまち里山発電所』及び『か

ぶちゃん村森の発電所』における木質バイオマスガス化発電装置の本格稼

働に向けて、運転調整及び改良作業に注力してまいりました。『もがみま

ち里山発電所』については、平成29年７月に電力会社に対する売電を開始

しましたが、その後の同設備の稼働状態や売電状況を精査しながら、発電

装置としてのより一層の最適化・稼働の効率化（定格出力の継続運転）を

図るため、必要な改修を断続的に行っておりました。なお、当連結会計年

度は、上記の各既存案件の取組みが継続していたことから新規案件の受注

はなく、完成工事高は、54,414千円（前期比541,091千円減、90.9％減）に

とどまりました。

以上の結果、受入手数料・その他の売上高等を含む営業収益合計は、

1,728,003千円（前期比1,213,494千円減、41.3％減）となり、金融費用、

完成工事原価等を差し引いた純営業収益合計は、1,454,842千円（前期比

654,085千円減、31.0％減）と前期を下回りました。

一方、販売費及び一般管理費は、みんなのビットコインの事業開始やシ

ステム開発人員の増強等により人件費が988,773千円（前期比112,787千円

増、12.9％増）と増加したものの、外国為替取引事業の収益に連動して発

生していたシステム利用料が、上記外国為替取引システムの統合完了によ

り、平成30年１月以降なくなったことから、不動産関係費が634,724千円

（前期比287,502千円減、31.2％減）に減少しました。さらに、広告宣伝費

を抑制したことで、取引関係費が713,261千円（前期比156,222千円減、

18.0％減）に減少したこと等により2,909,642千円（前期比510,483千円減、

14.9％減）と前期より減少しました。
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その結果、営業損益は、前期に比べ143,601千円損失が拡大し、1,454,800

千円の営業損失（前期は1,311,198千円の営業損失）となりました。

営業外収益は、持分法による投資利益の計上がなかった（前期は21,120

千円）こと等により、24,905千円（前期比24,555千円減、49.6％減）とな

りました。営業外費用は、工事遅延損害金の計上がなかった（前期は

109,169千円）ものの、借入金の増加により支払利息が増加し156,220千円

（前期比107,460千円増、220.4％増）となったこと及び持分法による投資

損失が63,449千円（前期は投資利益）となったこと等により、263,528千円

（前期比37,815千円増、16.8％増）の計上となりました。

その結果、経常損益は前期に比べ205,971千円損失が拡大し、1,693,423

千円の経常損失（前期は1,487,452千円の経常損失）となりました。

特別損失は、『安曇野バイオマスエネルギーセンター』の木質バイオマ

スガス化発電装置製造の契約解除に伴う契約解除損失として660,216千円

及び平成31年３月期以降に発生が見込まれる同装置の保管費用等を契約解

除損失引当金繰入額として26,700千円計上したこと、さらに、ZEエナジー

を完全子会社化する際に発生したのれんについて、同社の業績が当初策定

の計画を下回って推移していること等を勘案して今後の事業計画を見直し

回収可能価額を検討した結果、当初想定していた収益が見込めなくなった

と判断し、のれんの減損を行うとともに固定資産の減損を行い、減損損失

1,647,721千円の計上を行ったこと等から2,345,043千円（前期比2,336,142

千円増）となりました。

以上の結果、当連結会計年度の最終損益は前期に比べ2,551,606千円下回

り、4,047,810千円の親会社株主に帰属する当期純損失（前期は1,496,203

千円の親会社株主に帰属する当期純損失）となりました。
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各報告セグメントの事業の状況は以下のとおりです。

　なお、当連結会計年度より、「海外金融商品取引事業」は量的な重要性

が低下したため記載を省略しております。

（金融商品取引事業）

　トレイダーズ証券が営む当セグメントの営業収益は1,536,991千円（前

期比755,914千円減、33.0％減）、セグメント損益は599,303千円の損失

（前期は365,483千円の損失）となりました。

　なお、外国為替取引事業の当連結会計年度末における顧客口座数、預り

資産は以下のとおりとなりました。

　顧客口座数　　305,357口座（前連結会計年度末比　 18,274口座増）

　預り資産 　12,723,225千円（前連結会計年度末比　438,441千円増）

（再生可能エネルギー関連事業）

　ZEエナジーが営む当セグメントの営業収益は62,607千円（前期比

540,373千円減、89.6％減）、セグメント損益は478,654千円の損失（前期

は665,762千円の損失）となりました。

（システム開発・システムコンサルティング事業）

　Nextop.Asiaが営む当セグメントの営業収益は584,809千円（前期比

118,144千円増、25.3％増）となったものの、267,469千円のセグメント損

失（前期は239,535千円の損失）となりました。

② 設備投資の状況

　当連結会計年度において実施した設備投資の総額は、233,990千円であ

ります。その主なものは、オンライン外国為替取引システム関連の投資

171,165千円であります。

③ 資金調達の状況

　当連結会計年度において、創業家からの借り入れにより1,907,000千円

（純増額）、新株予約権の発行及び行使により1,790,098千円の資金調達

を実施いたしました。

－ 10 －
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(2) 財産及び損益の状況
（単位：百万円）

区 分
第16期

（平成27年３月期）
第17期

（平成28年３月期）
第18期

（平成29年３月期）
第19期(当期)

（平成30年３月期）

営 業 収 益 2,340 2,938 2,941 1,728

うちトレーディング損益
( 外 国 為 替 取 引 )

2,276 2,148 2,284 1,525

う ち 完 成 工 事 高 - 712 595 54

純 営 業 収 益 2,334 2,405 2,108 1,454

経 常 損 失 ( △ ） △471 △77 △1,487 △1,693

親 会 社 株 主 に 帰 属 す る
当 期 純 利 益

（ △ は 損 失 ）
△367 20 △1,496 △4,047

１ 株 当 た り 当 期 純 利 益
（ △ は 損 失 ） ( 円 )

△6.62 0.31 △18.83 △46.44

総 資 産 14,849 16,179 14,702 14,908

純 資 産 1,133 3,379 2,679 465

（注）第17期より営業収益の区分に完成工事高を追加しております。
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(3) 重要な親会社及び子会社の状況

① 親会社の状況

該当事項はありません。

② 重要な子会社の状況（平成30年３月31日現在）

会 　 社 　 名 資 本 金
当　社　の

議決権比率
事 業 内 容

トレイダーズ証券株式会社 2,324百万円 100.00％ 金融商品取引事業

株 式 会 社 Z E エ ナ ジ ー 107百万円 100.00％ 再生可能エネルギー関連事業

株 式 会 社 N e x t o p . A s i a 183百万円 100.00％ システム開発及び保守運用

トレイダーズインベストメント
株 式 会 社

150百万円 100.00％ 投資事業

みんなのビットコイン株式会社 130百万円 100.00％ 仮想通貨交換業

（注）当事業年度末日における連結子会社は上記重要な子会社５社を含めた９社となり、持分法
適用関連会社は１社となります。

③ 当事業年度末日における特定完全子会社の状況

会 　 社 　 名 住 所 帳簿価額
当 社 の
総資産額

トレイダーズ証券株式会社 東京都港区浜松町一丁目10番14号 1,058百万円
4,079百万円

株式会社N e x t o p . A s i a 東京都港区浜松町一丁目10番14号 1,102百万円

－ 12 －
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(4) 対処すべき課題

　当社グループは、下記の課題について重点的に取り組み、収益力の強化

並びに経営体質の強化に努めるとともに、法令を遵守する内部管理体制を

強化し、企業体質の健全性をより一層高めてまいります。

① 主力事業(金融商品取引事業）の競争力強化

　トレイダーズ証券が提供する外国為替証拠金取引『みんなのFX』、外国

為替オプション取引『みんなのオプション』、さらにシステム・トレード

機能を搭載した『みんなのシストレ』について、各取引システムの統合後

も継続的な機能強化と利便性向上に取り組み、スプレッド競争だけではな

いサービス面での付加価値により他社との差別化を図ってまいります。

　また、外国為替取引のカバーディーリングの収益性を高めるためのディ

ーリング手法の継続的な改善の実施や、集客力増強に向けたマーケティン

グ施策の強化を行ってまいります。また、商品ラインアップの拡充とリク

イディティ提供によるＢtoＢビジネスの強化による取引量（比率）の増加

を図り、収益力の向上に努めてまいります。

② 新規事業（再生可能エネルギー関連事業・仮想通貨交換業）への取り組み

　トレイダーズ証券が主力とする外国為替取引事業を取り巻く環境は、業

者間による顧客獲得・シェア拡大のため熾烈な競争により低スプレッド化

が進み、十分な利益を確保することが容易でない状況となっております。

　そのため、外国為替取引事業のみに依存した事業構造では、中長期的に

成長拡大を続けていくことが益々難しくなると想定しております。当社

グループが再び業容を拡大し収益力の強化を図るために、新たな成長の柱

となる事業分野への進出が必要不可欠と判断し、木質バイオマスガス化発

電装置の製造・販売事業を営むZEエナジーを株式交換により完全子会社化

することで、将来的に大きな成長が見込まれる再生可能エネルギー関連事

業に進出しております。

　同社は、木質バイオマスガス化発電装置製造において独自の技術を有し

ており、現在、『もがみまち里山発電所』における木質バイオマスガス化

発電装置の、より一層の最適化・稼働の効率化（定格出力の継続運転）を

図るため、必要な改修を断続的に行っております。

－ 13 －
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　今後は、これらの案件の製造過程で習得した知識・経験・技術を活か

し、これまで着工が遅れてきた案件への取り組みに向けて、また、当該木

質バイオマスガス化発電装置製造の汎用化に向けた各種取り組みを強化

することで、効率的な製造技術工程の確立や製造工期の短縮を目指してま

いります。

　また、新規事業への取り組みとして、仮想通貨交換業を営む子会社みん

なのビットコイン株式会社を設立しております。健全な仮想通貨取引市

場の発展に貢献すべく、法令遵守態勢や内部管理体制の強化をより一層高

めていくことはもとより、今後は、仮想通貨やその基盤となるブロックチ

ェーン技術の有用性や潜在可能性を、金融サービスの世界だけでなく、新

しい社会経済インフラの一部として積極的に活用していく取り組みにも

注力してまいります。

　今後も、当社グループが創業以来培ってきた金融事業、ベンチャー企業

ビジネスのノウハウと国内外で築いたネットワークを活用し、特に成長性

の高いアジア地域を中心としたグローバルな事業展開を目指してまいり

ます。

③ 外部からの資金調達による財務基盤の安定化

　当社グループが注力する外国為替取引事業は、カバー先金融機関に預託

する証拠金や日々の取引損益の値洗いに伴う決済金、顧客区分管理信託の

受払に伴う立替資金など多額の運転資金が必要となるため、事業を安定化

させるためには多額の長期安定資金の確保が必要となります。

　収益は相場動向に強く影響を受けるため、業績見通しを予測することが

難しいばかりでなく、資金繰りにおいては顧客の取引損益の増減により生

じる日々のカバー先金融機関との決済、分別金信託の受払に関する必要額

が予見しづらく、時として多額に上ることも想定されるため、手許の待機

資金を十分厚く保持することが必要になります。また自己資本規制比率

のより一段の増強を図ることは、金融商品取引事業者としての信用力強化

と、収益強化に結び付く各種取引を受け入れやすくなることから、今後の

営業力強化に資する上でも財務基盤の強化が不可欠と認識しております。

　また、木質バイオマスガス化発電装置の製造・販売に取り組むZEエナジ

ーでは、現在は顧客から注文を受けて設備を製造・納入する受注生産・販

売に注力しておりますが、将来的に関連会社である株式会社ZEデザインと

の合弁として売電事業化も計画しており、今後、当社グループとして自社

所有の木質バイオマスガス化発電装置を全国及び海外に展開していくこ

とは、グループ売上規模の拡大と利益水準を長期にわたり安定的に増加さ

せていくことにつながるため、その建設用資金の確保は重要であると認識

－ 14 －
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しております。

　今後も、当社グループの財務基盤の安定化、事業の発展のために資金調

達が必要と判断した場合、第三者割当増資又は新株予約権等のエクイテ

ィ・ファイナンス及び社債等のデット・ファイナンス等、可能な限りの資

金調達方法を検討し、実行を図ってまいります。

④ 低コスト体制の徹底

　トレイダーズ証券の外国為替取引事業におけるサービス・ラインナップ

とシステム構成はこれまで２つのプラットフォームに分かれており、レベ

ニューシェアで収益増加に比例してシステム利用料が計算される『みんな

のFX』及び『みんなのバイナリー』とシステム費用が主に固定費になって

いる『みんなのシストレ』及び『みんなのオプション』が別々のプラット

フォームによって並列して稼働しておりました。

　これらのシステム関連費用（システム利用料・システム保守料、サーバ

ー費用等）は、当社グループの販売費及び一般管理費全体の約３割以上を

占める重要な費目となっておりましたが、当社グループが安定的な利益体

質への転換を図るため、平成29年11月に『みんなのFX』等のシステム及び

『みんなのシストレ』等のシステムを一つのプラットフォームに統合いた

しました。

　今後は、上記システム統合によりこれまで外部のシステムベンダー会社

に支払っていた費用がなくなりますが、当社グループとしては、利益率を

より一層高めるために、システム関連費用を含む販売費及び一般管理費の

継続的なコスト削減を徹底して行っていくことにより、さらなる損益構造

の改善に取り組んでまいります。

⑤ 人材の確保・育成

　当社グループが、業容の拡大及び経営体質の強化を実現していく上で、

人材の確保・育成は不可欠であります。当社グループでは、新規プロジェ

クトへの登用、社員研修制度の充実、公正な人事制度の確立などに取り組

むことで、将来、当社の核となる優秀な人材の確保・育成を図ってまいり

ます。

－ 15 －
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⑥ コーポレート・ガバナンスの充実

　当社グループは、「金融サービスを通じて、社会・経済の発展に貢献す

る」「金融サービスにおける革新者を目指す」「健全な事業活動を通じ

て、関わる全ての人を大切にする」ことをグループ経営理念として掲げて

います。この経営理念を踏まえ、当社は、企業価値を向上させ、株主利益

を最大化するとともに、ステークホルダーと良好な関係を築いていくため

には、コーポレート・ガバナンスの確立が不可欠なものと認識しておりま

す。

　当社では、当社グループのコーポレート・ガバナンスのあり方につい

て、外部有識者を招き情報共有及び意見交換を行う場としてコーポレート

ガバナンス委員会を設置するとともに、独立役員２名（いずれも当社社外

監査役）及び社外取締役１名を選任して客観的かつ中立的な視点からの経

営監視をお願いすることなどにより、コーポレート・ガバナンスの充実を

図っております。

　また、証券取引所の上場規則に基づき平成27年６月１日に適用が開始さ

れた「コーポレートガバナンス・コード」については、基本５原則を遵守

するとともに、その趣旨・精神を踏まえて今後も引き続き、当社に相応し

いコーポレート・ガバナンスのあり方を追求していくとともにさらなる強

化を図ってまいります。

⑦ 内部管理体制の強化

　当社グループは、コンプライアンスが企業価値を支える骨格であるとの

強い確信のもと、コンプライアンス体制の強化に取り組み、企業活動の健

全性を高め、あらゆるステークホルダーから、より一層信頼されるよう努

めております。特に、当社グループの中核を担うトレイダーズ証券におい

ては、法令等遵守に係る取締役会の諮問機関としてコンプライアンス委員

会を設置するとともに、「コンプライアンスの基本方針」に基づき、「コ

ンプライアンス・マニュアル」「倫理コード」を制定し、「コンプライア

ンス・プログラム」に従い、内部管理統括責任者の監督の下、金融商品取

引法その他の法令を遵守することはもとより、高い倫理観をもって業務運

営を行ってまいります。また、当社グループは、金融商品取引法に対応し

た内部統制システムを整備・運用しており、財務報告の信頼性の確保、法

令の遵守、及び資産の保全に努める一方、更なる業務効率の改善を行って

まいります。
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(5) 主要な事業内容（平成30年３月31日現在）

　当社は純粋持株会社であり、次の事業を営む会社の経営支配及び経営管理

を行っております。事業部門別の主要な商品・サービス等は下表のとおりで

あります。

事業区分 主要商品・主要製品

金融商品取引事業

（外国為替証拠金取引）
みんなのFX
みんなのシストレ

（外国為替オプション取引）
みんなのオプション

再生可能エネルギー関連事業

バイオマス発電システム<MBIOシリーズ>

メタン発電システム

炭化装置<ZEBIOシリーズ>

小水力発電システム

バイオマスペレット製造システム

バイオマスボイラー

システム開発・
システムコンサルティング事業 金融システム開発・システムの保守・運用

(6) 主要な借入先の状況（平成30年３月31日現在）

借 入 先 借 入 残 高

株 式 会 社 K パ ワ ー 876,000千円

金 丸 多 賀 735,000千円

金 丸 貴 行 426,000千円

藤 井 達 也 200,000千円

貴 多 株 式 会 社 195,000千円

有 限 会 社 ジ ェ イ ア ン ド ア ー ル 182,800千円

株 式 会 社 旭 興 産 100,000千円

株 式 会 社 Ｔ Ｒ Ｙ 100,000千円
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２．会社の現況

(1) 株式の状況（平成30年３月31日現在）

① 発行可能株式総数 210,000,000株

② 発行済株式の総数 97,598,736株

③ 株主数 20,628名

④ 大株主

株 主 名 持 株 数 持 株 比 率

有 限 会 社 ジ ェ イ ア ン ド ア ー ル 13,121,800株 13.45％

日 本 証 券 金 融 株 式 会 社 3,954,700株 4.05％

株 式 会 社 旭 興 産 3,943,600株 4.04％

株 式 会 社 江 寿 2,063,833株 2.11％

ツ バ メ 工 業 株 式 会 社 1,340,000株 1.37％

三菱UFJモルガン・スタンレー証券株式会社 1,062,500株 1.09％

楽 天 証 券 株 式 会 社 861,900株 0.88％

株 式 会 社 S B I 証 券 731,500株 0.75％

野 村 證 券 株 式 会 社
（ 常 任 代 理 人 　 ㈱ 三 井 住 友 銀 行 ）

630,280株 0.65％

BNY GCM CLIENT ACCOUNT JPRD AC ISG(FE-AC)
（常任代理人　㈱三菱東京UFJ銀行）（注）

527,420株 0.54％

（注）１．平成30年４月１日付で㈱三菱UFJ銀行に商号変更しております。

２．大株主の株主名及び持株数は、株主名簿に基づき記載しており、持株比率は自己株式
（14,486株）を控除して計算しております。

３．発行済株式の総数は、次の事由により前事業年度末日から13,839,675株増加しており
ます。
① 第９回ストックオプションの権利行使  　　　　 105,000株
② 第11回新株予約権の権利行使 　　　　　　　　2,160,000株
③ 第12回新株予約権の権利行使 　　　　　　　 11,250,000株
④ 第３回転換社債型新株予約権付社債の転換       324,675株
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(2) 新株予約権等の状況

① 当事業年度の末日において当社役員が保有している職務執行の対価とし

て交付された新株予約権の状況（平成30年３月31日現在）

第９回新株予約権

発行決議日 平成25年９月17日

新株予約権の数 1,100個

新株予約権の目的となる株式の種類と数
普通株式110,000株

（新株予約権１個につき 100株）

新株予約権の払込金額 新株予約権と引換えに払い込みは要しない

新株予約権の行使に際して出資される財産の価額
新株予約権１個当たり 5,500円
（１株当たり   55円）（注）１

権利行使期間
平成27年９月18日から
平成30年７月31日まで

行使の条件 （注）２

役員の保有状況
取締役
（社外取締役を除く）

　新株予約権の数　　　　　400個

　目的となる株式数　　 40,000株

　保有者数 　　　　　　　  １人（注）３

（注）１．平成25年10月１日付の１株を100株とする株式分割に伴い、１株当たりの行使価格を
5,501円から55円に調整しており、上表は調整後の価格を記載しております。

２．行使の条件
　権利行使の時点において当社又は当社子会社の取締役、監査役又は使用人でなけれ
ばならない。但し、当社の都合による使用人の転籍、並びに正当な事由があると当社
の取締役会が認めた場合を除く。
　新株予約権の行使は、1回あたり100個を下限として行使しなければならない。但し、
残個数が100個に満たないときは当該残個数を下限とする。

３．上記、取締役１名に付与している新株予約権は、取締役就任前に付与されたものであ
ります。

② 当事業年度中に職務執行の対価として使用人等に対し交付した新株予約

権の状況

　該当事項はありません。
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③ その他新株予約権に関する重要な事項

平成29年12月25日開催の取締役会決議に基づき発行した第12回新株予約権

新株予約権の数 17,300個

新株予約権の目的となる株式の種類と数
普通株式　17,300,000株
（新株予約権１個につき1,000株）

新株予約権の払込金額
新株予約権１個当たり758円

（１株当たり0.758円）

新株予約権の払込期日 平成30年１月10日

新株予約権の行使に際して出資される財産の価額

当初行使価額　153円
行使価額は、割当日から5営業日経過後、毎
週金曜日(当該日が取引日でない場合には、
その直前の取引日)に、修正日の株式会社東
京証券取引所における当社普通株式の普通
取引の終値（同日に終値がない場合には、そ
の直前の終値）の92％に相当する金額の１円
未満の端数を切り上げた金額が、当該修正日
の直前に有効な行使価額を１円以上上回る
場合又は下回る場合には、当該修正日の翌日
以降、当該修正日価額に修正されます。但
し、修正日にかかる修正後の行使価額が77円
を下回ることとなる場合には行使価額は下
限行使価額とします。

権利行使期間 平成30年１月11日から平成32年１月10日まで

新株予約権の行使により株式を発行する場合
における増加する資本金及び資本準備金

本新株予約権の行使により当社普通株式を
発行する場合において増加する資本金の額
は、会社計算規則第17条第1項の規定に従い
算出される資本金等増加限度額の２分の１
の金額とし（計算の結果１円未満の端数を生
じる場合はその端数を切り上げた額とす
る。）、当該資本金等増加限度額から増加す
る資本金の額を減じた額を増加する資本準
備金の額とする。

割当先 三田証券株式会社
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(3) 会社役員の状況

① 取締役及び監査役の状況（平成30年３月31日現在）

会社における地位 氏 名 担当及び重要な兼職状況

代表取締役社長 金 丸 　 勲

 トレイダーズインベストメント株式会社 取締役

株式会社ZEエナジー 取締役

PT.PIALANG JEPANG BERJANGKA 監査役

取締役副社長 中 川 　 明

株式会社Nextop.Asia 取締役

株式会社ZEエナジー 取締役

トレイダーズインベストメント株式会社 取締役

PT.PIALANG JEPANG BERJANGKA 監査役

取 締 役 川 上 真 人

トレイダーズインベストメント株式会社 代表取締役

みんなのビットコイン株式会社 取締役

株式会社Nextop.Asia 取締役

PT.PIALANG JEPANG BERJANGKA 監査役

取 締 役 加 藤 　 潤 トレイダーズインベストメント株式会社 取締役

取 締 役 島 田 雄 大

Compartimos En Filipinas,Inc. Director

Masterpiece Group(Philippines),Inc. Treasurer

TT&V Consultancy Inc. Chairman
GLATS Management and Advisory Services,Inc. President

常 勤 監 査 役 土 屋 　 修

トレイダーズインベストメント株式会社 監査役

株式会社Nextop.Asia 監査役

株式会社ZEエナジー 監査役

みんなのビットコイン株式会社 監査役

監 査 役 大 網 英 道
トレイダーズ証券株式会社 監査役

大網公認会計士事務所 所長

監 査 役 渡 邉 　 剛
トレイダーズ証券株式会社 監査役

アンダーソン・毛利・友常法律事務所 パートナー弁護士

（注）１．島田雄大氏は、社外取締役であります。
２．大網英道氏及び渡邉剛氏は、それぞれ社外監査役であります。
３．監査役大網英道氏は、公認会計士であり、財務及び会計に関する相当程度の知見を有

しており、長年にわたり会計に係る知識経験を積み重ねております。
４．当社は、社外監査役大網英道氏、渡邉剛氏を㈱東京証券取引所の定めに基づく独立役

員として指定し、同取引所に届け出ております。
５．金丸勲氏は平成29年６月27日付で、トレイダーズ証券㈱の代表取締役を退任し、㈱ZE

エナジーの取締役に就任しました。
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② 当事業年度に係る取締役及び監査役の報酬等の総額

区 分 支 給 人 員 支 給 額

取 締 役
（う  ち  社  外  取  締  役）

６名
(１名)

114,000千円
(6,000千円)

監 査 役
（う  ち  社  外  監  査  役）

３名
(２名)

23,700千円
(12,000千円)

合 計 ９名 137,700千円

（注) １．株主総会決議に基づく報酬の限度額は、取締役は年額300,000千円（平成17年６月24日
株主総会決議）、監査役は年額100,000千円（平成17年６月24日株主総会決議）であり
ます。

２．取締役の報酬等の額には、平成29年６月27日開催の第18回定時株主総会終結の時をも
って退任した取締役１名の在任中の報酬等の額が含まれております。

③ 責任限定契約の内容の概要

　当社は、社外取締役及び各監査役との間で、会社法第426条第１項及び第

427条第１項の規定に基づき、同法第423条第１項の損害賠償責任を限定する

契約を締結しております。

　同契約は、非業務執行取締役及び監査役としての職務を行うにつき、善意

でかつ重大な過失がないときは、当該非業務執行取締役及び監査役の損害賠

償責任を最低責任限度額（会社法第425条第１項各号に定める金額の合計

額）に限定する旨を約しています。
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④ 社外役員に関する事項

(a) 他の法人等との兼任状況（他の法人等の業務執行者である場合）及び

当社と当該他の法人等との関係

・取締役島田雄大氏は、Compartimos En Filipinas,Inc. のDirector、

Masterpiece Group(Philippines),Inc.のTreasurer、

GLATS Management and Advisory Services,Inc.のPresident、及び

TT&V Consultancy Inc.のChairmanであります。TT&V Consultancy 

Inc.と当社の間でアドバイザリー業務契約を締結しております。そ

の他の各兼職先と当社との間には特別の関係はありません。

・監査役大網英道氏は、大網公認会計士事務所の所長であります。大

網公認会計士事務所と当社の間には特別の関係はありません。

・監査役渡邉剛氏は、アンダーソン・毛利・友常法律事務所のパート

ナー弁護士であります。アンダーソン・毛利・友常法律事務所と当

社の間には特別の関係はありません。

(b) 他の法人等の社外役員等の兼任状況及び当社と当該他の法人等との関係

　該当事項はありません。

(c) 主要取引先等の特定関係事業者との関係

　該当事項はありません。

(d) 当事業年度における主な活動状況

取締役会及び監査役会への出席状況

取 締 役 島 田 雄 大

　当事業年度開催の取締役会20回すべてに出席いたしました。

主に長年にわたる金融機関での業務経験をとおして培われた、

金融・財務に関する知識・知見に基づき、経営から独立した客

観的・中立的な立場から、取締役会の意思決定の妥当性・適正

性を確保するための発言を行っております。

監 査 役 大 網 英 道

　当事業年度開催の取締役会20回のうち19回に出席し、また当

事業年度開催の監査役会18回すべてに出席いたしました。公認

会計士の資格を持つ職業専門家であるほか、財務及び会計に関

する深い知見に基づき、主に財務及び会計に係る的確な助言及

び提言を行っております。

監 査 役 渡 邉 　 剛

　当事業年度開催の取締役会20回のうち19回に出席し、また当

事業年度開催の監査役会18回のうち17回に出席いたしました。

弁護士の資格を持つ職業専門家であるほか、国内最大手の法律

事務所のパートナーとして金融法務を手がけており、弁護士と

しての深い知見に基づき、主に法律に係る的確な助言及び提言

を行っております。
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⑤ その他会社役員に関する重要な事項
　平成30年６月26日開催の第19回定時株主総会において、決議事項　第１号
議案「取締役５名選任の件」、第２号議案「監査役１名選任の件」が原案ど
おり承認可決され、平成30年６月26日現在の取締役及び監査役の陣容は次の
とおりであります。

　代表取締役社長 金丸 　勲

　取締役副社長   中川 　明

　取締役         加藤 　潤

　社外取締役     島田 雄大

　社外取締役     上田 美帆

　常勤監査役     土屋　 修

　社外監査役     大網 英道

　社外監査役     渡邉　 剛
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連 結 貸 借 対 照 表

（平成30年３月31日現在）
（単位：千円）

資 産 の 部 負 債 の 部

科　目 金　額 科　目 金　額

流 　 動 　 資 　 産

現 金 及 び 預 金

た な 卸 資 産

預 託 金

顧 客 分 別 金 信 託

そ の 他 の 預 託 金

ト レ ー デ ィ ン グ 商 品

短 期 差 入 保 証 金

外国為替差入証拠金

その他の差入証拠金

そ の 他

貸 倒 引 当 金

固 　 定 　 資 　 産

有  形  固  定  資  産

建 物

土 地

工 具 、 器 具 及 び 備 品

機械装置及び車両運搬具

リ ー ス 資 産

無  形  固  定  資  産

ソ フ ト ウ エ ア

の れ ん

そ の 他

投 資 そ の 他 の 資 産

投 資 有 価 証 券

長 期 立 替 金

そ の 他

貸 倒 引 当 金

繰 　 延 　 資 　 産

開 業 費

そ の 他

14,018,867

1,680,179

489,113

10,558,113

10,553,000

5,113

5,845

827,566

690,549

137,016

464,918

△6,869

881,807

33,347

14,914

0

11,640

4,128

2,663

743,446

552,139

164,138

27,168

105,014

48,877

228,213

55,648

△227,725

7,579

7,567

12

流 　 動 　 負 　 債 14,154,511

ト レ ー デ ィ ン グ 商 品 149,945

預 り 金 359,199

顧 客 か ら の 預 り 金 301,491

そ の 他 の 預 り 金 57,708

受 入 保 証 金 10,645,238

外国為替受入証拠金 10,598,074

その他の受入保証金 47,164

短 期 借 入 金 2,770,800

１年内返済予定の長期借入金 16,130

リ ー ス 債 務 946

未 払 法 人 税 等 25,211

契 約 解 除 損 失 引 当 金 26,700

そ の 他 160,339

固 　 定 　 負 　 債 288,005

長 期 借 入 金 190,864

リ ー ス 債 務 1,922

退 職 給 付 に 係 る 負 債 28,884

そ の 他 66,334

負 債 合 計 14,442,516

純 資 産 の 部

株 　 主 　 資 　 本 447,390

資 本 金 4,969,948

資 本 剰 余 金 6,234,718

利 益 剰 余 金 △10,754,107

自 己 株 式 △3,167

その他の包括利益累計額 △3,876

その他有価証券評価差額金 59

為 替 換 算 調 整 勘 定 △3,936

新 株 予 約 権 22,224

純 資 産 合 計 465,738

資 産 合 計 14,908,255 負 債 純 資 産 合 計 14,908,255

（注）記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。
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連 結 損 益 計 算 書

（平成29年４月１日から
平成30年３月31日まで）

（単位：千円）

科 目 金 額
営 業 収 益

受 入 手 数 料 37,794
ト レ ー デ ィ ン グ 損 益 1,525,568
金 融 収 益 1,076
完 成 工 事 高 54,414
そ の 他 の 売 上 高 99,150
そ の 他 9,998 1,728,003

金 融 費 用 5,999
完 成 工 事 原 価 159,110
そ の 他 の 原 価 108,051
純 営 業 収 益 1,454,842
販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 2,909,642
営 業 損 失 1,454,800
営 業 外 収 益

受 取 利 息 及 び 配 当 金 5,508
償 却 債 権 取 立 益 5,624
投 資 事 業 組 合 運 用 益 3,611
匿 名 組 合 投 資 利 益 3,012
そ の 他 7,148 24,905

営 業 外 費 用
支 払 利 息 156,220
資 金 調 達 費 用 27,289
持 分 法 に よ る 投 資 損 失 63,449
開 業 費 償 却 4,492
そ の 他 12,076 263,528

経 常 損 失 1,693,423
特 別 損 失

固 定 資 産 除 却 損 5,431
契 約 解 除 損 失 660,216
契約解除損失引当金繰入額 26,700
投 資 有 価 証 券 評 価 損 4,974
減 損 損 失 1,647,721 2,345,043

税 金 等 調 整 前 当 期 純 損 失 4,038,467
法人税、住民税及び事業税 10,320 10,320
当 期 純 損 失 4,048,787
非支配株主に帰属する当期純損失 976

親会社株主に帰属する当期純損失 4,047,810

（注）記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。
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貸　借　対　照　表

（平成30年３月31日現在）
（単位：千円）

資 産 の 部 負 債 の 部

科　目 金　額 科　目 金　額

流 　 動 　 資 　 産

現 金 及 び 預 金

立 替 金

関係会社短期貸付金

そ の 他

貸 倒 引 当 金

固 　 定 　 資 　 産

有 形 固 定 資 産

建 物

工具、器具及び備品

リ ー ス 資 産

車 両 運 搬 具

無 形 固 定 資 産

ソ フ ト ウ エ ア

投 資 そ の 他 の 資 産

投 資 有 価 証 券

関 係 会 社 株 式

長 期 差 入 保 証 金

1,571,196

473,023

296

2,996,546

214,128

△2,112,799

2,508,186

9,641

6,576

401

2,663

0

188

188

2,498,356

619

2,460,608

37,128

流 動 負 債 2,784,856

預 り 金 29,601

短 期 借 入 金 2,614,800

関係会社短期借入金 103,000

１年内返済予定の長期借入金 618

リ ー ス 債 務 946

未 払 法 人 税 等 3,015

未 払 金 4,143

未 払 費 用 28,511

そ の 他 221

固 　 定 　 負 　 債 42,317

長 期 借 入 金 18,013

長 期 預 り 金 18,063

リ ー ス 債 務 1,922

退 職 給 付 引 当 金 4,291

そ の 他 26

負 債 合 計 2,827,174

純 資 産 の 部

株 　 主 　 資 　 本 1,229,925

資 本 金 4,969,948

資 本 剰 余 金 6,234,718

資 本 準 備 金 6,220,118

そ の 他 資 本 剰 余 金 14,599

利 益 剰 余 金 △9,971,573

そ の 他 利 益 剰 余 金 △9,971,573

　 繰 越 利 益 剰 余 金 △9,971,573

自 己 株 式 △3,167

評 価 ・ 換 算 差 額 等 59

その他有価証券評価差額金 59

新  株  予  約  権 22,224

純 資 産 合 計 1,252,208

資 産 合 計 4,079,383 負 債 純 資 産 合 計 4,079,383

（注）記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。

－ 27 －
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損　益　計　算　書

（平成29年４月１日から
平成30年３月31日まで）

（単位：千円）

科 目 金 額

営 業 収 益

関 係 会 社 経 営 指 導 料 523,753

そ の 他 営 業 収 益 6,210 529,963

純 営 業 収 益 529,963

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 576,318

営 業 損 失 46,355

営 業 外 収 益

受 取 利 息 及 び 配 当 金 4,417

償 却 債 権 取 立 益 19,697

そ の 他 2,513 26,628

営 業 外 費 用

支 払 利 息 150,668

資 金 調 達 費 41,239

そ の 他 1,398 193,305

経 常 損 失 213,032

特 別 損 失

関 係 会 社 株 式 評 価 損 2,545,306

貸 倒 引 当 金 繰 入 額 2,105,936 4,651,242

税 引 前 当 期 純 損 失 4,864,275

法人税、住民税及び事業税 1,210 1,210

当 期 純 損 失 4,865,485

（注）記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。

－ 28 －
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連結計算書類に係る会計監査報告

独立監査人の監査報告書

平成30年10月22日

トレイダーズホールディングス株式会社

取締役会　御中

明誠有限責任監査法人

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

公認会計士 町 出 知 則 ㊞

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

公認会計士 関 　 和 輝 ㊞

　当監査法人は、会社法第444条第４項の規定に基づき、トレイダーズホール

ディングス株式会社の平成29年４月１日から平成30年３月31日までの連結会

計年度の連結計算書類、すなわち、連結貸借対照表、連結損益計算書、連結

株主資本等変動計算書及び連結注記表について監査を行った。

連結計算書類に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の

基準に準拠して連結計算書類を作成し適正に表示することにある。これに

は、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない連結計算書類を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが

含まれる。

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場

から連結計算書類に対する意見を表明することにある。当監査法人は、我が

国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行っ

た。監査の基準は、当監査法人に連結計算書類に重要な虚偽表示がないかど

うかについて合理的な保証を得るために、監査計画を策定し、これに基づき

監査を実施することを求めている。

－ 29 －
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　監査においては、連結計算書類の金額及び開示について監査証拠を入手す

るための手続が実施される。監査手続は、当監査法人の判断により、不正又

は誤謬による連結計算書類の重要な虚偽表示のリスクの評価に基づいて選択

及び適用される。監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するた

めのものではないが、当監査法人は、リスク評価の実施に際して、状況に応

じた適切な監査手続を立案するために、連結計算書類の作成と適正な表示に

関連する内部統制を検討する。また、監査には、経営者が採用した会計方針

及びその適用方法並びに経営者によって行われた見積りの評価も含め全体と

しての連結計算書類の表示を検討することが含まれる。

　当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手した

と判断している。

監査意見

　当監査法人は、上記の連結計算書類が、我が国において一般に公正妥当と

認められる企業会計の基準に準拠して、トレイダーズホールディングス株式

会社及び連結子会社からなる企業集団の当該連結計算書類に係る期間の財産

及び損益の状況をすべての重要な点において適正に表示しているものと認め

る。

強調事項

１.誤謬の訂正に関する注記に記載されているとおり、会社は当連結会計年度

において、誤謬の訂正を行い、期首の純資産額を修正している。

２.重要な後発事象に関する注記に記載されているとおり、会社は平成30年４

月１日から平成30年10月22日までの間に、新株予約権について、権利行使

に基づく新株発行を行っている。

３.重要な後発事象に関する注記に記載されているとおり、会社は平成30年10

月１日に連結子会社であるみんなのビットコイン株式会社の全株式を譲

渡している。

４.重要な後発事象に関する注記に記載されているとおり、会社の連結子会社

であるトレイダーズ証券株式会社は、平成30年10月16日開催の取締役会に

おいて、社債の発行を行うことを決議している。

当該事項は、当監査法人の意見に影響を及ぼすものではない。

－ 30 －
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利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定によ

り記載すべき利害関係はない。

以上
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計算書類に係る会計監査報告

独立監査人の監査報告書

平成30年10月22日

トレイダーズホールディングス株式会社

 取締役会　御中

明誠有限責任監査法人

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

公認会計士 町 出 知 則 ㊞

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

公認会計士 関 　 和 輝 ㊞

当監査法人は、会社法第436条第２項第１号の規定に基づき、トレイダーズ

ホールディングス株式会社の平成29年４月１日から平成30年３月31日までの

第19期事業年度の計算書類、すなわち、貸借対照表、損益計算書、株主資本

等変動計算書及び個別注記表並びにその附属明細書について監査を行った。

計算書類等に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の

基準に準拠して計算書類及びその附属明細書を作成し適正に表示することに

ある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない計算書類及びそ

の附属明細書を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統

制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場

から計算書類及びその附属明細書に対する意見を表明することにある。当監

査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠し

て監査を行った。監査の基準は、当監査法人に計算書類及びその附属明細書

に重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得るために、監査

計画を策定し、これに基づき監査を実施することを求めている。
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　監査においては、計算書類及びその附属明細書の金額及び開示について監

査証拠を入手するための手続が実施される。監査手続は、当監査法人の判断

により、不正又は誤謬による計算書類及びその附属明細書の重要な虚偽表示

のリスクの評価に基づいて選択及び適用される。監査の目的は、内部統制の

有効性について意見表明するためのものではないが、当監査法人は、リスク

評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、計算

書類及びその附属明細書の作成と適正な表示に関連する内部統制を検討す

る。また、監査には、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経

営者によって行われた見積りの評価も含め全体としての計算書類及びその附

属明細書の表示を検討することが含まれる。

　当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手した

と判断している。

監査意見

　当監査法人は、上記の計算書類及びその附属明細書が、我が国において一

般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、当該計算書類及びそ

の附属明細書に係る期間の財産及び損益の状況をすべての重要な点において

適正に表示しているものと認める。

強調事項

　重要な後発事象に関する注記に記載されているとおり、会社は平成30年４

月１日から平成30年10月22日までの間に、新株予約権について、権利行使に

基づく新株発行を行っている。

　当該事項は、当監査法人の意見に影響を及ぼすものではない。

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定によ

り記載すべき利害関係はない。

以　上
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監査役会の監査報告

監　査　報　告　書

　当監査役会は、平成29年４月１日から平成30年３月31日までの第19期
事業年度の取締役の職務の執行に関して、各監査役が作成した監査報告
書に基づき、審議の上、本監査報告書を作成し、以下のとおり報告いた
します。

１．監査役及び監査役会の監査の方法及びその内容

(1) 監査役会は、監査の方針、職務の分担等を定め、各監査役から監査の
実施状況及び結果について報告を受けるほか、取締役等及び会計監査
人からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を
求めました。

(2) 各監査役は、監査役会が定めた監査役監査の基準に準拠し、監査の方
針、職務の分担等に従い、取締役、内部監査部門その他の使用人等と
意思疎通を図り、情報の収集及び監査の環境の整備に努めるととも
に、以下の方法で監査を実施しました。

① 取締役会その他重要な会議に出席し、取締役及び使用人等からその職
務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求め、重要な
決裁書類等を閲覧し、本社において業務及び財産の状況を調査いたし
ました。また、子会社については、子会社の取締役及び監査役等と意
思疎通及び情報の交換を図り、必要に応じて子会社から事業の報告を
受けました。

② 事業報告に記載されている取締役の職務の執行が法令及び定款に適
合することを確保するための体制その他株式会社及びその子会社か
ら成る企業集団の業務の適正を確保するために必要なものとして会
社法施行規則第100条第１項及び第３項に定める体制の整備に関する
取締役会決議の内容及び当該決議に基づき整備されている体制（内部
統制システム）について、取締役及び使用人等からその構築及び運用
の状況について定期的に報告を受け、必要に応じて説明を求め、意見
を表明いたしました。

③ 会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施している
かを監視及び検証するとともに、会計監査人からその職務の執行状況
について報告を受け、必要に応じて説明を求めました。また、会計監
査人から「職務の遂行が適正に行われることを確保するための体制」
（会社計算規則第131条各号に掲げる事項）を「監査に関する品質管
理基準」（平成17年10月28日企業会計審議会）等に従って整備してい
る旨の通知を受け、必要に応じて説明を求めました。

－ 34 －
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　以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその附属明細
書、計算書類（貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び個
別注記表）及びその附属明細書並びに連結計算書類（連結貸借対照表、
連結損益計算書、連結株主資本等変動計算書及び連結注記表）について
検討いたしました。

２．監査の結果

(1) 事業報告等の監査結果

① 事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況を
正しく示しているものと認めます。

② 取締役の職務の執行に関しましては、会計上の誤謬による不適切な会
計処理及び過年度決算の訂正事実がありましたが、取締役の職務の執
行に関する不正の行為又は法令若しくは定款に違反する重大な事実
は認められません。

③ 内部統制システムに関する取締役会決議の内容は相当であると認め
ます。また、当該内部統制システムに関する事業報告の記載内容及び
取締役の職務の執行についても、指摘すべき事項は認められません。

　 なお、事業報告に記載のとおり、不適切な会計処理の判明をうけて、
当社は外部調査委員会の調査結果と提言を踏まえ、子会社管理体制を
強化するとともに、再発防止に向けて、ガバナンスの強化や内部監査
体制の再構築等の改善措置を検討・立案し、実施しているところで
す。監査役会としてはその実施状況を引き続き監視、検証してまいり
ます。

(2) 計算書類及びその附属明細書の監査結果

　会計監査人明誠有限責任監査法人の監査の方法及び結果は相当である
と認めます。

(3) 連結計算書類の監査結果

　会計監査人明誠有限責任監査法人の監査の方法及び結果は相当である
と認めます。

平成30年10月25日

トレイダーズホールディングス株式会社　監査役会

常勤監査役 土 屋 　 修 ㊞

監 査 役 大　網　英　道 ㊞

監 査 役 渡　邉　　　剛 ㊞

(注) 監査役 大網英道及び監査役 渡邉剛は、会社法第２条第16号及び第335条第３項に定
める社外監査役であります。

以　上
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株主総会会場ご案内図
「ベルサール御成門タワー」イベントホール３階Ａ

〒105－0011

東京都港区芝公園一丁目１番１号
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（住友不動産御成門駅前ビル）

日本アセアンセンター

愛宕警察署

日本
赤十字社

慶応大学

港区役所

大
江
戸
線

世界貿易
センタービル 北口 浜松町駅

大門駅

第
一
京
浜

浅
草
線

首
都
高
速

芝大門 大門

増上寺前

港区役所前

御成門

A3b

A6

ベルサール
御成門タワー

三
田

線

御
成

門
駅

ゆ
り
か
も
め

（住友不動産御成門タワー）

最　寄　駅
都営三田線 御成門駅（A3b出口）徒歩1分
都営浅草線・都営大江戸線 大門駅（A6出口）徒歩7分
ＪＲ京浜東北線・山手線 浜松町駅（北口）徒歩11分

※当会場には専用駐車場がございませんので、

ご了承のほどお願い申し上げます。

地図




